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項目 説明 

試料・情報の

利用目的 

及び 

利用方法 

研究課題名 ロボット支援下手術に特有に起きる術中肺瘻の検討 

研究目的 呼吸器外科領域においてロボット支援手術が 2018 年に保険診療とな

ってから、数多く行われるようになりました。ロボット手術は、３次元

視が可能であること、ロボット鉗子が多関節を有することで術中の操

作性が高いことが外科医にとって安全な呼吸器外科手術が行えるメリ

ットがあります。しかしロボット支援下肺手術（RATS）において、術

者の触覚が無いゆえに生じる instrument の術中肺実質損傷がしばしば

問題になることがあります。今回当院で行っている RATS において、

instrument による術中肺損傷による術中肺瘻がどの程度生じているか

を解析します。そしてこの RATS 特有に生じる肺瘻への対策を検討し

ます。 

研究対象者 2021 年 7 月～2022 年 12 月に当院でロボット支援下肺手術を受けられ

た患者さんを対象とします。 

研究期間 西 暦 2 0 2 3 年 1 月 1 6 日 ～ 西 暦 2 0 2 7 年 3 月 3 1 日 

利用する試料・情報の項目 

（チェック[X]が入った項目を利用

します） 

[ ] 血液 

[ ] 病理組織 

[ ] 毛髪 

[ ] だ液 

[ ] 排泄物（尿・便） 

[X] 診療記録 

[X] 臨床検査データ 

[ ] その他 (記載して下さい) 

試料・情報

の管理につ

いての責任

者 

当センター研究

責任者 

伊坂哲哉 

試料・

情報を

利用す

る者の

範囲 

当センターでの実施診療科

/部局等 

呼吸器外科 

共同研究の場合、共同研究

機関および各施設での研究

責任者 

なし 

試料・情報の利用停止および情

報公開に関する窓口 

神奈川県立がんセンター・呼吸器外科・伊坂哲哉・内線 5954 

利用停止のお申し出は 2023 年 3 月 31 日までにお願いいたします 

 


